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G8 サミットはアジアの民衆の

声を反映するものではない 

G8対抗国際フォーラム国際調整会議（3月
7日記者会見） 

3月 7日、参議院会館第四会議室で、G8
サミットに異議をとなえるアジアの社会

運動活動家4名によって記者会見が開かれ
た。参加者はおよそ 40名、今年 7月に開
催される洞爺湖サミットへの関心が高ま

るなか、大勢の取材陣があつまった。 
海外ゲストはいずれも、G8 サミットは

アジアの民衆の声を反映するものではな

い、サミットの約束はほとんど守られるこ

とがないとして、サミットの非正当性を訴

えた。韓国民主労総のイ・チャングンさん

は「わたしたちは FTA などの自由貿易の
問題に関心をもっている。それは企業の利

益を優先する一方で、労働者や農民の生活

を犠牲にしている。G8 サミットはこうし
た企業主導のグローバル化を容認する場

にほかならない」として、サミットが推進

する自由貿易に警鐘をならした。 ＜「G8

サミットを問う連絡会」ホ－ムページより＞ 
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G8対抗国際フォーラム国際調整会議（3/8－9）の海外代表発言要約 

「G8はいらない」市民的不服従の運動を 
 

国際調整会議報告（事務局・山浦康明氏（日本消費者連盟））抜粋 
「G8サミットを問う連絡会」のホームページより 写真撮影：高幣真公 

グローバリゼーションモニターのメイ・ウオ

ンさん（香港）は中国が現在世界で占めている
比重が高まり、次のような新たな問題を引き起
こしている、と指摘した。すなわち 2001年に中
国が WTO に加盟する以前から中国は外国の投
資を受け入れ、世界の資本が中国で存在感を示
している。日本企業も中国への進出は著しく、

例えばパナソニックの電池工場では労働者の健
康被害、環境汚染が起きている。また中国政府
は国営企業を作りそれを海外進出させ、外国で
の雇用の促進を進めている。資源の争奪戦でも
中国はアフリカなどで大きな力を発揮してお
り、中国企業の現地の工場では労働者の人権侵

害なども指摘されている。G8でもこの問題を取
り上げて論ずる必要がある、と述べた。 

 
民主労総(KCTU)のイ・チャングンさん（韓国）

は、「G8 が進
める労働の不

安定化とそれ
に対抗する労
働運動」と題
して、G8が世
界経済へ大き
な影響を及ぼ

し貿易ルール
（WTO/FTA）
や知的財産権

問題などにおいて、新自由主義政策が推し進め
られている状況を批判した。そして WTO 交渉
が停滞している今、FTA交渉が進められており、
日韓 FTA交渉は G8をきっかけに再開される恐
れもあり、北海道での NGOの闘いにおいてアジ
アの民衆運動の連帯を探りたい、と述べた。 

 
マイグラント・フォーラム・イン・アジアの
アイリーン・アバノさん（フィリピン）はアジ

アの移住労働者の人権問題に取り組んできたこ
とから、G8においてこの問題を取り上げるべき
だと強調した。G8は各国に構造調整プログラム
を押しつけてきたため、労働者もモノ扱いされ
海外での労働を余儀なくされてきた。農民も気
候変動でこれまでの農業ができなくなり移住労

働者となる例が多い。こうした現実があるにも
かかわらず、G8は企業の利益を優先させ人々を
海外へ移動し易くする制度を作ってきたのだ。
そこでは女性、移住労働者の権利を決して認め

ない。一方、先進国側においても外国人労働者

の受け入れによる国内労働市場への影響を緩和
したいといった議論にとどまるきらいがある。
G8 をきっかけに日本やアジア各国の移住労働
者問題に取り組むネットワークを作りたい、と
彼女は述べた。 
 

ウォールデン・ベロー氏（フォーカス・オン
・ザ・グローバルサウス代表） 

ベロー氏は
まず、そのは
じまりから90
年代にかけ

て、サミット
が果たしてき
た役割につい
て論じた。サ
ミットは 70
年代前半に、

二つの目的をもってはじまった。ひとつは世界
経済をマクロに管理するという目的であり、も
うひとつは「西側」諸国が「南」の諸国に対抗
するという目的である。80年代において、サミ
ットは前者の目的においてはかならずしも成功
してこなかったが、後者の目的においては、IMF
／世界銀行を用いた構造調整プログラムによっ
て大きな成功をおさめてきた。90年代において
は、サミットは企業によるグローバリゼーショ
ンを主導する国際的機関として、WTOの設立と
アジア通貨危機の発生に大きな役割を果たし
た。 

 
このように、サミットが企業によるグローバ
リゼーションを推進し、「南」の諸国を支配しつ
づける道具であると市民社会に認識されはじめ
たのは、2001年のジェノバサミットからである。
ジェノバでのサミットへの抗議行動は、大規模

で非暴力の市民的不服従の運動となった点で画
期的であった。2005年のグレンイーグルズサミ
ットでは、ブレア首相などにより「人間の顔を
したグローバリゼーション」が喧伝され、NGO
の主張を吸い上げることによって、エイズや債
務、気候変動の問題が取り扱われた。だが、G8
はこれらの問題についての約束をことごとく反
故にしたため、2007年のハイリゲンダムサミッ
トではふたたび「G8はいらない」という大規模
な市民的不服従の運動が湧き起こった。
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G8サミットを問う連絡会ホームページ http://www.jca.apc.org/alt-g8/ 

Ｇ８対抗国際フォーラム実行委員会結成に向けた呼びかけ 

反グローバリズム運動の新たなステージを 

 1994年のサパティスタの蜂起、1999年のシ
アトルＷＴＯ抗議行動、これらの反グローバリ

ズム運動は、90年代の段階では依然、欧米・ラ
テンアメリカ中心の運動連合でした。しかし 21
世 紀に入り、「世界社会フォーラム」あるいは
「地域社会フォーラム」、「オルタナティブフ

ォーラム」が各大陸でおこなわれ、また WTO、
IMF、アジア開発銀行などのグローバル／リー
ジョナルな国際組織への抵抗闘争が蓄積される

ことで国際交流が進み、運動はアジア・アフリ

カ・オセアニア地域も巻き込むその名の通りグ

ローバルなものになりつつあります。 
 
日本では 2000年、沖縄サミットに対抗する 3
万人を超える人々が結集した大規模な闘いがあ

りました。そこで結集した運動は、沖縄の人び

とにとっての死活的課題である米軍基地問題を

中心に取り組みを進めました。しかし、そのこ

とが G8 そのものの問題性とどのように繋がっ
ていくのか、またグローバルな運動とどのよう

に連帯していくのかという課題については十分

に詰められたとはいえません。サミットへの対

抗行動が反グローバリズム運動と本格的に接続

したのは、翌 2001年のジェノバ・サミットから
であり、この 10年の間に運動の質実は飛躍的な
転換を見せています。反グローバリズム運動と

いう観点からすれば、沖縄はまさに「前哨戦」

であり、2008年の北海道・洞爺湖において私た
ちは、これまでの経験と教訓を踏まえつつ、新

たなステージを迎えることになります。 
 
2007年 6月にドイツ・ハイリゲンダムで行わ
れた G8サミットに対する対抗行動は、運動の飛
躍的な発展を十全に示したものでした。また日

本から現場の運動に数多く参加し、洞爺湖 G8
サ ミットへの対抗行動を射程にいれ現地の活

動家との交流とネットワークの構築を実践した

という点において、極めて有意義なものでした。

ハイリゲンダムでの経験をうけ、来年にむけた

新たな国際的連帯と国際的結集への動きはます

ます活発化しています。これまでにないこの動

きは、 一方で反グローバリズム運動のダイナミ
ズムの基底にある労働者／農民／学生／様々な

専門家などの自由で新たな連帯と交流をすすめ

ることなしには力を得ることができません。 
 
私たちは、かかる問題意識からこうした運動

に参画し、運動実践と知的省察の新たな結合を

試みるために、2008 年に G8 対抗国際フォーラ
ムの開催を提起します。その基本的主旨は、こ

れまで世界各地で反グローバリズム運動を担っ

てきた学者、ジャーナリスト、活動家を招聘し、

日本を含むアジア諸国において、彼らの反グロ

ーバリズム運動の経験を、世界的な権力構造と

の関係で討議し、未来への展望を考察していく

ことにあります。この「フォーラム」は、2008
年 6 月下旬に京都、東京、7 月に札幌と「洞爺
湖 G8対抗行動」と併走していきたいと考えてい
ます。運動と討議の時空間を共有しその成果を

分かち合い各々の持ち場に広げていくという不

断の試みこそが、大変動期の最中にある日本政

治にオルタナティブを打ち込むうえでもかかせ

ない作業だからです。 
 
こうした試みは私たちにとっても未経験であ

り、このプロセスを支えるためにはできるだけ

多くの方々に参画してもらう必要があることは

いうまでもありません。憲法「改正」と軍事化、

貧困と「格差」、ジェンダー／セクシャリティ、

治安国家と排除等々、噴出する社会的困難と

日々格闘する方々がこのプロセスに加わること

が運動そのものの多様性に力を与えるためにも

必要です。以上のような主旨から、Ｇ8 対抗国
際フォーラム実行委員会結成への参加と協力を

広く呼びかけます。 
 
＊ＡＰＷＳＬ日本委員会は実行委員会に参加しまし
た。
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ＡＰＷＳＬ日本委員会 2007年（第 18回）総会の報告 

ＡＰＷＳＬの再建を前進させよう 
 
ＡＰＷＳＬ日本委員会の 2007 年度総会を 29
月 22（土）、 23日（日）の両日、東京浜松町
海員会館で開いた。関西の４名を含め 11人が参
加した。 
 第 1 議題：ＡＰＷＳＬ国際組織の現状と課
題について東アジア調整委員の山崎精一さんが

報告した。今回の総会は、解散の瀬戸際に追い

込まれたＡＰＷＳＬ国際組織の立て直しが道半

ばの状況下でさらに前進させるために日本委員

会が何をすべきかが最大のテーマであった。そ

のために昨年の日本委員会と国際活動を具体的

に振り替えることに重点が置かれた。3 年ごと
の国際総会（規約）は来年（2008年）だが、現
状で無理して開催する必要がないなど議論した。

また、オーストラリアのＡＡＷＬから 10月に開
く大きな国際会議の招請が来ている。日本から

参加できる人がいないので、欠席を確認した。 
各テーマはビデオやスライドなど映像を使っ

てビジュアルに報告された 
第 2議題：映像を使いながら以下のテーマで昨
年度の活動を振り返った。①昨年 11 月、韓国で
ＡＰＷＳＬ地域調整会議を開かれ、原田さんはじ

め 4人が参加した（ビデオ）。②今年 2月日本か
ら公共部門を中心に労働者 12 名がニュージーラ
ンドに訪ね交流した（ビデオ／河津）。 ③7月、
韓国委員会の 8名を大阪に迎え、交流した（スラ
イド／丹羽）。④8 月現地に支援する会がフィリ
ピントヨタ労組を訪ねた（スライド／オイドン）、

⑤約 1年続いた韓国ヤマモト争議（安田幸弘さん）。
⑥9月10日大阪枚方市の松下電池本社に対して中
国・松下電池のカドミウム汚染問題を責任追及の

申し入れ行動（ビデオ／関西・稲垣）など。 
夜は浜松町の居酒屋で夕食・交流を行い、関西

組ほか海員会館に泊まった。   
第 2日（23日午前）は以下の日常的な機関活動
を議論した。2005年 12 月に始めたレイバーネッ
ト・アジア“Labornet Asia”（ウエブサイト）はア
ジアの労働運動の多言語のニュースサイトとし

て唯一のものだ。まだ韓国と日本という限られた

国しか積極的に活用していないが、徐々にニュー

スは増えてきている。7 月から日本からレイバー
ネットのトップニュースの英語訳を掲載し始め

た。同じ頃に日本の運営で始まった国際メーリン

グリスト APWSLMEMBERS は、ニュース投稿が
多いが、順調に広がっている。意見交換の場とし

て利用をさらに活発化したい。 
 ニュース発信のメールやウエブサイトがあ

るが、日本委員会の「リンクス」（日本語機関誌）

は会員に届けられる唯一の有形物だ。昨年 3号発
行したが、今年も季刊発行を目指す。編集長を榊

原さんから稲垣さんに交代した。英文ニュース

“APWSL JAPAN”（メール配信）はしばらく滞
っている。他の媒体との役割を勘案しつつ日本か

らの英語ニュース発信を充実させていく。 
10年近く続いている日本委員会WEBサイトは
最近更新が少なく、停滞ぎみ。レイバーネットや

レイバーネット・アジアの発足で APWSL日本の
独自ニュースが少ないからだ。一方、会員メーリ

ングリスト“APWSLJPMEMBERS”は登録メンバ
ーも増え、その投稿数も増え、活用がいっそう活

発になっている。 
 日本委員会の発足から 17 年を経て、ＡＰＷ
ＳＬ会員が高齢のため減ってきている。最近活動

に関わり始めた人々や若者に日本委員会に参加

してもらうために、新リーフレットを作成中だ。

その見本を検討した。 
2006 年度決算では前年に比べ会費収入が増え、
黒字（繰越）になった。活動を活発化するために

予算の裏付けが大事である。積極的な活動を少し

支える 2007年度予算を決定した。 
役員はほぼ前年通りで、「リンクス」編集長と

会計監査だけ交代した。今年の役員は以下の通り。 
 
共同代表：原田惠子、山崎精一 
調整委員：丹羽道晴、高幣真公 
リンクス編集長：稲垣豊 
英文ニュース編集長：喜多幡佳秀 
会計：池田良二 
監査：山原克二 




